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叔
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れ
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義
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先
に
私
家
版
と
し
て
翻
刻
出
版
し
た
椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
み
ら
れ
る
自
伝
的
部
分
の
意
義
を
考
察
し
た
。
他
国
の
有
力
俳
人
と
の
親
密
な

交
流
を
示
す
の
は
、
自
分
が
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
採
録
さ
れ
る
人
物
と
し
て
も
、
編
者
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
と
の
自
負
を
抱
い
て
い
た
た
め

で
は
な
い
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
自
伝
的
部
分
は
本
書
全
体
の
跋
文
に
相
当
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
歩
み
を
書
き
残
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
本
書
成
立

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
出
雲
文
化
圏　

椎
の
本
花
叔　

雲
陽
人
物
誌　

出
雲
歌
壇　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
　

は　

じ　

め　

に

稿
者
は
、
江
戸
後
期
に
多
く
刊
行
さ
れ
た
類
題
和
歌
集
に
お
け
る
出
雲
歌
人
の

入
集
状
況
を
整
理
し
た
上
で
、附
載
さ
れ
た
作
者
姓
名
録
な
ど
の
情
報
に
基
づ
き
、

出
雲
歌
壇
を
構
成
す
る
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
歌
壇

の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
個
別
の
資
料
に
つ
い
て
の
分
析
と
と
も
に
、

歌
壇
を
構
成
す
る
歌
人
た
ち
の
人
物
情
報
や
歌
人
同
士
の
交
流
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
和
歌
に
関
す
る
事
蹟
だ
け
で
な
く
、
俳
諧
そ
の
他
の
文
芸
活

動
に
携
わ
っ
た
個
別
の
人
物
・
資
料
に
つ
い
て
の
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
和
歌
・
俳
諧
双
方
に
関
わ
る
よ
う
な
複
層
的
な
営
み
こ
そ
が
当
時
の
実

態
で
あ
り
、
出
雲
歌
壇
の
み
な
ら
ず
「
出
雲
文
化
圏
」
の
解
明
に
つ
な
が
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
出
雲
国
神
門
郡
（
現
島
根
県
出
雲
市
下
古
志
町
）
比

布
智
神
社
の
神
職
で
、
俳
人
と
し
て
の
事
蹟
が
残
る
椎
の
本
花
叔
（
春
日
盈
重
）

で
あ
る
。
花
叔
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
出
雲
国
に
関
わ
る
文
化
人
に
つ

い
て
の
情
報
を
ま
と
め
、『
雲
陽
人
物
誌
』（
乾
坤
二
冊
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）

を
著
し
た
。
こ
の
資
料
に
は
、
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
・
書
・
画
・
茶
事
・
囲
碁
ほ
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三
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か
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
人
物
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

先
に
稿
者
は
、
編
者
花
叔
の
自
筆
草
稿
本
で
あ
る
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
雲
陽

人
物
誌
』
の
全
文
翻
刻
を
行
い
、
私
家
版
と
し
て
活
字
化
を
図
っ
た
。
該
本
は
、

比
布
智
神
社
か
ら
島
根
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。ま
た
、

転
写
本
二
本
を
加
え
た
諸
本
の
書
誌
と
、
人
物
項
目
の
採
録
方
針
に
つ
い
て
考
察

し
、〔
解
説
〕
と
し
て
附
載
し
た（

１
）（

以
下
、
前
稿
と
す
る
）。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
た
上
で
、『
雲
陽
人
物
誌
』
坤
に
み

ら
れ
る
花
叔
の
自
伝
的
部
分
を
取
り
上
げ
る
。
下
冊
に
あ
た
る
「
坤
」
全
二
二
丁

の
う
ち
、
一
二
丁
表
～
一
七
丁
裏
の
六
丁
分
を
占
め
る
こ
の
部
分
は
、
上
冊
に
あ

た
る
「
乾
」
を
あ
わ
せ
て
二
六
一
名
分
が
採
録
さ
れ
る
人
物
情
報
の
中
で
、
極
め

て
異
例
の
長
さ
を
持
つ
。
ま
た
、
他
の
人
物
と
同
様
に
「
氏
・
名
・
通
称
・
号
」「
血

縁
関
係
」
を
述
べ
た
上
で
、
幼
年
期
か
ら
の
囲
碁
・
俳
諧
の
学
び
、
諸
士
と
の
交

遊
、
諸
国
遊
歴
の
有
様
を
語
り
、
五
十
歳
の
春
を
迎
え
た
故
郷
で
の
現
在
の
生
活

を
ふ
ま
え
て
、「
是
ま
て
の
行
状
の
う
ろ
覚
へ
な
る
を
と
こ
ろ
飛
は
し
に
書
と
ゝ

め
て
忘
れ
な
ん
後
の
便
と
思
ふ
の
み
」と
記
す
。
こ
う
し
た
配
列
や
内
容
の
分
析
・

整
理
を
通
し
て
、
本
書
に
お
け
る
花
叔
の
自
伝
的
部
分
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
す
る
。

　
　
　

一　
『
雲
陽
人
物
誌
』
の
人
物
情
報
の
配
列

前
稿
で
は
、『
雲
陽
人
物
誌
』
に
採
録
さ
れ
た
人
物
情
報
を
項
目
ご
と
に
分
類

整
理
し
、
掲
出
の
際
の
文
言
の
例
と
と
も
に
以
下
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
氏
・
別
称
・
名
・
通
称
・
号
・
字

・
生
存
時
期
…
「
～
年
中
の
人
」「
～
に
卒
す
」
な
ど

・
身
分
…
「
松
府
之
家
臣
」「
～
の
住
職
」
な
ど

・
所
在
地
・
出
身
地
…
「
～
の
人
」「
～
の
産
」
な
ど

・
功
績
の
あ
っ
た
分
野
…
「
～
を
能
す
」「
～
に
名
あ
り
」「
～
に
名
を
得
た
り
」

「
～
に
名
高
し
」「
～
に
長
せ
り
」「
～
を
好
む
」「
～
を
た
の

し
む
」「
～
を
愛
す
」
な
ど

・
師
弟
関
係
…
「
～
の
門
人
」「
～
を
師
と
す
」
な
ど

・
血
縁
関
係
…
「
～
の
男
」「
～
の
子
」
な
ど

・
他
出
文
献
…
「
～
に
曰
」「
～
に
の
せ
た
り
な
ど
」

・
著
作
…
「
著
述
」

※「
説
話
」と
記
し
て
、そ
の
人
物
の
特
徴
的
な
逸
話
を
紹
介
す
る
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
配
列
に
関
し
て
は
、「
血
縁
関
係
」
や
「
身
分
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
て

配
列
さ
れ
た
群（

２
）が

一
部
に
は
あ
る
も
の
の
、「
生
存
時
期
」「
所
在
地
・
出
身
地
」「
功

績
の
あ
っ
た
分
野
」
な
ど
の
項
目
ご
と
に
体
系
的
に
掲
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
序
文
に
「
年
暦
生
死
を
も
わ
か
た
す
た
ゝ
う
ち
聞
ま
ゝ
を
混
し
て
記
し
侍
れ

は
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

今
回
改
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
乾
（
全
三
四
丁
）、
坤
（
全
二
二
丁
）
そ
れ

ぞ
れ
の
末
尾
近
く
に
、
丁
の
途
中
が
空
白
と
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

・
乾
三
二
丁
裏
…
約
十
行
分
空
白
。

乾
三
三
丁
表
か
ら
乾
末
尾
ま
で
、「
紀
重
」（
花
叔
の
父
）、「
易

重
」（
花
叔
の
兄
）、「
庸
重
」（
花
叔
の
甥
）
と
い
う
春
日
家

三
代
の
人
物
が
続
く
。

・
坤
一
一
丁
裏
…
約
七
行
分
空
白
。
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一
二
丁
表
か
ら
一
七
丁
裏
ま
で
、「
花
叔
」
の
自
伝
的
部
分

が
続
く
。

・
坤
一
七
丁
裏
…
約
五
行
分
空
白
。

一
八
丁
表
か
ら
坤
末
尾
ま
で
、「
國
守
治
郷
君
」
以
降
の
松

平
家
や
、
出
雲
大
社
国
造
の
千
家
家
・
北
嶋
家
、
日
御
碕
検

校
な
ど
の
人
物
が
続
く
。

い
ず
れ
の
箇
所
も
、
空
白
を
お
い
て
次
の
丁
の
冒
頭
か
ら
改
め
て
書
き
起
こ
し

て
い
る
。
花
叔
自
身
を
含
め
た
春
日
家
の
人
物
や
、
松
平
家
や
出
雲
大
社
国
造
家

な
ど
の
貴
人
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
こ
の
部
分
以
外
の
人
物
の
配
列
に
は
み
ら
れ

な
い
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
。
乾
・
坤
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
近
く
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
執
筆
の
当
初
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
位
置
に
こ
れ
ら
の

人
物
を
置
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

島
根
県
立
図
書
館
蔵
本
が
、
少
な
く
と
も
二
段
階
の
加
筆
・
修
正
の
跡
が
み
ら

れ
る
花
叔
の
自
筆
草
稿
本
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を

出
な
い
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
出
雲
国
に
関
わ
る
文
化
人
に
つ
い
て
の
情
報
の
執
筆

を
終
え
た
後
、
余
白
と
な
っ
て
い
た
部
分
に
、
春
日
家
の
人
物
や
貴
人
に
つ
い
て

の
情
報
を
追
補
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
箇
所
に
配
列
さ
れ
た
自
伝
的
部
分
は
い
か
な
る
構
成
お
よ
び
内
容
を

有
す
る
の
か
、
次
節
以
降
に
て
分
析
す
る
。

　
　
　

二　

自
伝
的
部
分
の
構
成

『
雲
陽
人
物
誌
』
坤
一
二
丁
表
～
一
七
丁
裏
の
六
丁
分
を
占
め
る
花
叔
の
自
伝

的
部
分
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
内
容
的
に
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

Ａ　

基
本
的
な
人
物
情
報
…
氏
・
通
称
・
血
縁
関
係
・
幼
名
・
実
名
・
俳
号
・
号

Ｂ
「
説
話
」
…
幼
年
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
歴

①　

幼
年
時
、
獅
子
門
の
俳
諧
を
学
ぶ
。

②　

故
郷
を
離
れ
、
江
戸
に
上
り
囲
碁
を
学
ぶ
も
、
中
途
で
断
念
す
る
。

③　

江
戸
で
蕉
門
雪
中
庵
に
俳
諧
を
学
ぶ
も
、
中
途
で
断
念
す
る
。

④　

諸
国
を
巡
っ
た
後
に
、
信
濃
国
善
光
寺
に
お
い
て
再
び
俳
諧
を
学
ぶ
。

⑤　

信
州
飯
田
に
赴
き
、
名
古
屋
の
井
上
士
朗
に
入
門
し
て
俳
諧
を
学
ぶ
。

⑥　

諸
国
を
行
脚
し
て
交
流
を
図
る
が
、
兄
か
ら
の
消
息
を
契
機
に
帰
国
の
途

に
つ
く
。

⑦　

木
曽
・
名
古
屋
・
伊
勢
・
浪
花
な
ど
を
経
て
、
父
の
死
後
に
帰
国
す
る
。

⑧　

旧
知
と
の
交
遊
が
懐
か
し
く
、
飯
田
他
の
各
地
を
旅
す
る
。

⑨　

故
郷
に
庵
を
む
す
び
、
旅
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
や
め
て
、
こ
れ
ま
で
の

行
い
を
書
き
記
す
。

Ｃ
「
附
録
」
…
花
叔
自
身
の
著
作
（
二
種
の
紀
行
文
）
に
つ
い
て
の
言
及

Ａ
の
部
分
に
は
、
他
の
人
物
の
場
合
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
な
基
本
的
な
人
物
情

報
の
項
目
が
み
ら
れ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
の
冒
頭
に
、

や
や
薄
い
墨
書
に
よ
っ
て「
説
話
」・「
附
録
」と
小
字
に
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
Ｂ
の
部
分
の
み
、
他
よ
り
一
字
分
上
げ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
幼
年
時
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
経
歴
が
書
か
れ
た
Ｂ
の
部
分
を
、
内
容
に
よ
り
さ
ら
に
①
～
⑨

に
分
け
、
概
略
を
示
し
た
。

一
五

椎
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三　

自
伝
的
部
分
の
内
容

で
は
、
前
節
で
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
、
自
伝
的
部
分
の
本
文
を
示
し（

３
）、

そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
な
お
、
本
文
中
に
み
ら
れ
る
俳
人
そ
の
他

の
人
物
や
出
典
に
つ
い
て
は
、『
俳
文
学
大
事
典
』『
国
書
人
名
辞
典
』
等
に
基
づ

い
て
注
記
を
加
え
て
い
る
（
注
記
を
付
し
た
も
の
に
は
破
線
を
施
し
た
）。

『
雲
陽
人
物
誌
』
坤 

一
二
丁
表
～
一
七
丁
裏　

248 

花
叔
項

Ａ248
○
花
叔氏

ハ
春
日
、
通
称
半
蔵
、
比
布
智
之
社
司
紀
重
之
八
男
也
。
幼
名
直
之
助
、

実
名
盈
重
、
始
誹
号
己
千
、
後
花
叔
、
号
橘
隠
、
又
椎
の
本
、
又
信
州
飯

田
ニ

あ
り
て
は
古
志
庵
ト
云
。

・
紀
重
…
春
日
延
重
の
男
。
式
部
・
藤
枝
と
称
す
。
廣
瀬
百
蘿
・
中
島
魚
坊
・
山
本
厚
道

ら
と
交
友
が
あ
っ
た
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
四
月
三
日
卒
。
七
十
九
歳
。（『
雲

陽
人
物
誌
』
173
）

 

Ｂ
①　

幼
年
時
、
獅
子
門
の
俳
諧
を
学
ぶ
。

花
説
話

叔
幼
年
の
時
、
忍
ふ
庵
魚
坊
の
門
下
に
遊
ひ
て
、
獅
子〻
門
之
俳
諧
を
学
ふ
。

・
忍
ふ
庵
魚
坊
…
中
島
魚
坊
。
天
領
安
濃
郷
大
田
南
村
（
現
島
根
県
大
田
市
）
生
ま
れ
の

俳
諧
師
。
美
濃
派
の
獅
子
門
第
四
世
田
中
五
竹
坊
に
師
事
。（『
雲
陽
人
物
誌
』
58
）

・
獅
子
門
…
獅
子
庵
と
名
乗
っ
た
美
濃
派
の
各
務
支
考
の
門
下
を
指
す
。

 

②　

故
郷
を
離
れ
、
江
戸
に
上
り
囲
碁
を
学
ぶ
も
、
中
途
で
断
念
す
る
。

十
七
歳
の
と
し
、
濃
州
の
服
部
因
徹  

始
五
段
ノ
碁
後

上
手
ニ
昇
段 

、
當
國
に
來
ル
。
則
師
と
し

て
囲
碁
を
学
フ
。
然
る
に
、
山
本
又
閑
翁
の
す
ゝ
め
に
よ
り
て
、
此
年
の
冬
、

因
徹
に
随
ひ
、
自
国
を
發
し
、
因
州
鳥
取
に
年
を
越
え
、
翌
年
の
春
、
江
都

に
至
ル
。
井
上
因
碩 

六
代
目
也
。
因
達
と　

い
ひ
し
人
。
藝
州
ノ
産 

の
門
人
と
な
り
て
、
同
家
に
偶
居
し
、

囲
碁
を
学
ふ
事
一
と
せ
余
り
。
然
れ
と
も
、
元
来
微
力
鈍
才
に
し
て
、
上
達

を
遂
さ
れ
は
、
む
な
し
く
も
囲
碁
の
修
学
を
捨
た
り
。

・
服
部
因
徹
…
囲
碁
棋
士
。
美
濃
の
人
。
の
ち
因
淑
と
号
す
。
七
世
井
上
春
達
因
碩
の
門
人
。

・
山
本
又
閑
…
山
本
厚
道
。
神
門
郡
知
井
宮
の
人
。
廣
瀬
百
蘿
の
門
人
。（『
雲
陽
人
物
誌
』

102
）

・
井
上
因
碩
…
囲
碁
棋
士
。
八
世
井
上
因
達
因
碩
。
安
芸
の
人
。

 
　

③　

江
戸
で
蕉
門
雪
中
庵
に
俳
諧
を
学
ぶ
も
、
中
途
で
断
念
す
る
。

そ
れ
よ
り
芝ノ増
上
寺
に
奉
仕
す
る
事
数
年
、
そ
か
内
に
誹
家
雪
中
庵 

　
　
　
　
　

【（
の
）
に
】 

た
よ
り
て
、
風誹

諧雅
を
学
フ
。
師
は
蕉
流
の
一
家
に
し
て
、
獅
子
門
の
俳
風
と

〻

一
六
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本
花
叔
編
『
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陽
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ら
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ハ
黒
白
の
た
か
ひ
に
て
、
中
〳
〵
に
獅
門
の
垢
の
焦
付
た
る
己
れ
、
蕉

中
〳
〵

門
の

意
味
の
暁
り
か
た
き
を
愁
ひ
て
、
又
此
道
を
も
捨
果
た
り
。

・
雪
中
庵
…
俳
諧
師
。
服
部
嵐
雪
の
道
統
を
継
ぐ
四
世
雪
中
庵
完
来
。
三
世
蓼
太
の
門
人
。

 

④　

諸
国
を
巡
っ
た
後
に
、
信
濃
国
善
光
寺
に
お
い
て
再
び
俳
諧
を
学
ぶ
。

い
よ
〳
〵
雲
水
の
身
の
上
と
な
り
て
、
姓
名
を
隠
し
、
仮
に
梁
川
金
次
と
名

乗
、
安
房
・
常
陸
・
上
総
・
下
総
・
上
野
・
下
野
な
と
の
國
々
に
遊
ふ
。
こ
ゝ

に
上
州
草
津
の
温
泉
に
お
ゐ
て
、
信
州
善
光
寺
な
る
希
言
と
い
へ
る
人
に
巡

り
逢
ぬ
。
い
か
な
る
因
縁
あ
り
て
や
、
其
親
し
ミ
旧
友
の
如
し
。
此
人
蕉
門

の
誹
諧
を
し
き
り
に
進
む
。
我
又
風
雅
の
志
を
發
し
て
、
と
も
に
信
濃
國 

に
至
り
、
善
光
寺
に

お
ゐ
て

風
再
ひ

雅誹
諧

を
学
ふ
。

・
希
言
…
俳
諧
師
。
本
名
、
岩
下
平
兵
衛
親
利
。
信
濃
国
善
光
寺
大
門
町
の
薬
種
商
。
士

朗
の
門
人
。

 

⑤　

信
州
飯
田
に
赴
き
、
名
古
屋
の
井
上
士
朗
に
入
門
し
て
俳
諧
を
学
ぶ
。

于
時
同
國
飯
田
な
る
八
巣
蕉
雨
と
云
人
に
出
逢
、
懇
切
の
交
は
り
に
日
を
重

ね
つ
ゝ
、
希
言
も
共
に
掌
を
合
せ
て
、
終
に
飯
府
に
至
ル
。
蕉
雨
の
師
、
尾

州
の
名
古
屋
琵
琶
園
士
朗
の
門
人
に
な
さ
ん
事
を
ひ
た
す
ら
に
進
む
。
よ
て

尾
張
に
趣
き
朱
樹
翁
の
先
生
の
門
下
と
な
る
。
此
時
、
先
生
己
千
を
廃ハ

イ

し
て
、

花
叔
に
改
め
替
た
り
。
号
を
橘
隠
と
な
す
。
是
よ
り
身
を
飯
田
に
あ
り
て
、

折
〳
〵
先
生
を
訪
ら
ひ
、
風
雅
を
修
学
す
。

・
八
巣
蕉
雨
…
俳
諧
師
。
本
名
、
桜
井
光
喜
。
別
号
、
八
巣
・
槿
堂
。
信
濃
国
飯
田
の
豪
商
。

士
朗
の
門
人
。

・
琵
琶
園
士
朗
・
朱
樹
翁
…
俳
諧
師
。
本
名
、井
上
正
春
。
通
称
、専
庵
。
の
ち
松
翁
。
別
号
、

枇
杷
園
・
朱
樹
叟
。
暁
台
の
門
人
。

 

⑥　

諸
国
を
行
脚
し
て
交
流
を
図
る
が
、
兄
か
ら
の
消
息
を
契
機
に
帰
国
の
途

に
つ
く
。

扨
、
飯
府
の
連
社
、
叔
か
故
國
の
在
名
に
も
と
つ
き
、
庵

所
の

を
作
り
て
住
し
む
。

或
ハ
囲
碁
を
楽
し
み
、
風
雅
に
あ
そ
ふ
事
、
四
と
せ
斗
り
、
甲
斐
の
國
に
至

り
て
ハ
、
雪
亭
可
都
里
を
師
の
こ
と
く
に
仕
へ
て
、
誹
道
を
学
ふ
。
北
國
行

脚
に
は
、
飛
騨
・
越
中
・
越
後
・
會
津
な
と
の
國
〳
〵
を
漂
泊
し
、
佐
渡
の

國
へ
も
渡
り
て
、
此
島
に
凡数

月半
年
斗
り
杖
を
と
ゝ
め
、
飯
田
の
古
志
庵
に
立

帰
る
に
、
故
國
の
兄
信
風
よ
り
せ
う
そ
こ
し
て
、
文
中
示
し
の
一
句
を
記
し
、

頻
に
帰
國
を
う
な
か
す
。
此
雁
便
を
得
て
、
故

さ
す
か
に

郷
も
忘
し
か
た
く
、
且
は
父

母
兄
弟
親
友
の
誰
か
れ
も
床
し
け
れ
は
、
道
祖
神
に
ゑ
り
髪
を
引
立
ら
れ
、

古
郷
へ
帰
路
の
旅
に
う
か
れ
出
た
り
。

・
雪
亭
可
都
里
…
俳
諧
師
。
五
味
氏
。
甲
斐
国
の
豪
農
。
闌
更
の
門
人
。
文
化
～
文
政
期

の
甲
斐
俳
壇
の
雄
。

・
信
風
…
春
日
紀
重
の
嫡
男
。
実
名
易
重
。『
訂
正
出
雲
風
土
記
密
勘
』、随
筆『
見
聞
愚
抄
』
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叔
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な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）七
月
十
七
日
卒
。
五
十
九
歳
。（『
雲

陽
人
物
誌
』
174
）

 

⑦　

木
曽
・
名
古
屋
・
伊
勢
・
浪
花
な
ど
を
経
て
、
父
の
死
後
に
帰
国
す
る
。

先
つ
木
曽
に
親
し
き
知
音
の
侍
れ
は
、
是
を
尋
ね
て
、
共
に
濃
州
に
至
り
て

別
れ
を
な
し
、
名
城
に
お
も
む
き
、
朱
樹
師
に
帰
國
を
告
る
。
師
も
哀
と
や

思
は
れ
け
ん
、
連
句
一
順
を
催
し
、
自
ら
の
句
も
書
付
て
、
餞
別
せ
ら
れ
た

り
。
か
く
て
伊
勢
の
國
に
立
越
え
、
太
神
宮
を
礼
拝
し
、
古
市
の
椿
堂
、
山

田
の
芒
庵
に
杖
を
休
め
て
、
終
に
都
に
登
る
。
浪
花
の
連
衆
に
そ
ゝ
の
か
さ

れ
て
、
又
浪
花
に
下
り
、
日
を
重
さ
ぬ
。
そ
れ
よ
り
い
そ
き
帰
國
せ
し
に
、

此
時
は
や
父
は
没
し
て
、
千
悔
の
涙
を
ふ
る
ふ
。

・
椿
堂
…
俳
諧
師
。
本
名
、
徳
田
長
兵
衛
時
生
。
伊
勢
国
古
市
の
人
。
士
朗
の
門
人
。

・
芒
庵
…
未
詳
。

 　

⑧　

旧
知
と
の
交
遊
が
懐
か
し
く
、
飯
田
他
の
各
地
を
旅
す
る
。

か
れ
是
と
日
を
過
す
に
、
飯
府
の
古
志
庵
も
な
つ
か
し
く
、
立
帰
る
思
ひ
有

し
か
、
実
母
さ
へ
ぎ
つ
て
と
ゝ
む
。
兄
弟
親
友
の
人
〳
〵
も
、
母
に
同
心
し

て
袖
を
引
。
こ
ゝ
に
水
魚
の
友
、
山
本
一
釣
翁
、
深
き
情
あ
り
て
、
二
つ
全

き
謀
を
か
ら
か
へ
、
叔
か
身
の
行
末
を
懇

ネ
モ
コ
ロに

は
か
り
て
、
大
社
の
配
札
且
勤

と
い
ふ
こ
と
を
、
廣
瀬
何
か
し
に
話
し
て
、
和
泉
・
三
河
の
両
國
の
且
場
を

巡
る
事
を
こ
し
ら
へ
て
、
花
叔
に
与
へ
て
曰
、
と
し
比
親
し
き
國
々
に
至
り
、

風
雅
を
修
行〻学

な
し
、
あ
る
は
且
場
を
か
た
ら
ひ
ふ
や
し
、
行
末
の
身
の
納
り

を
つは

か

り
く
へ
し
、
半
年
は
旅
に
、
其
半
は
自
國
に
あ
そ
ひ
な
ん
も
又
楽
し
か
ら

す
や
と
。
こ
の
示
し
に
随
ひ
て
よ
り
、
年
〳
〵
浪
花
・
和
泉
を
且
廻
し
、
誹

家
に
た
よ
り
、
あ
る
は
洛
に
登
り
、
旧
誹
と
交
は
り
、
江
勢
両
國
の
親
誹
を

尋
て
、
尾
張
・
三
河
に
日
を
重
つ
ゝ
、
又
信
濃
へ
立
越
え
、
飯
府
の
親
友
に

逢
て
、
心
の
ま
ゝ
に
風
雅
の
修
学
を
遂
し
は
、
全
く
一
釣
翁
の
深
き
志
よ
り

起
れ
り
。

・
山
本
一
釣
…
山
本
又
閑
の
男
。（『
雲
陽
人
物
誌
』
103
）

・
廣
瀬
何
か
し
…
未
詳
。
廣
瀬
家
の
春
信（
百
蘿
、『
雲
陽
人
物
誌
』55
）、浦
安（
百
蘿
の
男
、

『
雲
陽
人
物
誌
』
56
）、
楚
川
（
浦
安
の
男
、『
雲
陽
人
物
誌
』
57
）
の
い
ず
れ
か
か
。

 

⑨　

故
郷
に
庵
を
む
す
び
、
旅
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
や
め
て
、
こ
れ
ま
で
の

行
い
を
書
き
記
す
。

さ
て
、
い
つ
迄
漂
流
の
身
の
上
も
便
あ
ら
じ
と
、
親
友
誰
そ
れ
の
進
め
に
任

せ
て
、古
志
の
里
に
一
庵
を
む
す
ふ
。
此
地
に
椎
の
古
木
あ
り
。
祖蕉

翁
〻

の「
先

頼
む
」
と
の
玉
ひ
し
木
の
本
を
便た

の
みり

に

ち
か
ら

、
庵
名
も
則
椎
の
も
と
ゝ
号
てく

。
此

草
庵
に
う
つ
り
て
六
と
せ
七
と
せ
か
程
も
、か
は
ら
ぬ
旅
に
笠
を
古
せ
し
が
、

故
あ
り
て
且
廻
を
や
め
侍
り
ぬ
。
又
老
の
浪
も
立
か
さ
な
れ
は
、
永
く
う
き

旅
路
に
苦
し
ま
ん
も
よ
し
な
し
と
て
、
親
し
き
人
〳
〵
の
情
厚
く
と
ゝ
め
ら

る
ゝ
に
、
我
も
病
身
常
に
倦
て
、
お
ほ
つ
か
な
く
思
ひ
侍
れ
は
、
旅

こ
れ
よ
り

の
念
を

た
ち
て
、
一
圓
椎
の
木
陰
に
老
を
養
ひ
、
知
音
を
便
に
生
界
を
送
る
の
外
、
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花
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編
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
み
ら
れ
る
自
伝
的
部
分
の
意
義
（
山
﨑
真
克
）

－ 133 －



他
事
な
し
。
于
時
文
政
六
つ未の
と
し
、
花
叔
五
十
年
の
春
を
迎
へ
て
、
是
ま

て
の
行
状
を

の
う
ろ
覚
へ
な
る
を

、
と
こ
ろ
飛
は
し
に〻
覚
へ
な
る
を
書
と
ゝ
め
て
、
忘
れ
な
ん
後

の
便
と
思
ふ
の
み
。

・「
先
頼
む
」
…
『
猿
蓑
』
巻
六
「
幻
住
庵
記
」
に
み
え
る
芭
蕉
の
句
「
先
た
の
む
椎
の
木

も
有
夏
木
立
」。

 

Ｃ
飯

附
録

田
よ
り
帰
國
す
る
年
、
遠
州
の
山
本
源
吉
を
招
き
て
、
飯
府
【（
に
）
其
】

外
、
信
濃
の
國
所
々
に
て
碁
會
せ
し
事
、
又
山
本
一
釣
翁
と
諸
國
遊
歴
せ
し

一
条
、
其
後
釣
翁
の
【（
嫡
）
世
】
子
、
鶴
寿
に
誘
ハ
れ
て
、
同
し
旅
を
な

し
、
神
社
仏
閣
旧
跡
な〻
とを

経
〻

め
く
り
し
事な

と

、
〻

都
て
是
ま
て
の
あ
り
さ
ま
、
書

【（
も
ら
）
落
】
す
事
の
至
て
多
し
。
只
是
に
記
す
は
百
ヶ
一
な
る
へ
し
。（
約

五
行
分
空
白
）

・
山
本
源
吉
…
囲
碁
棋
士
。
遠
江
国
浜
松
の
人
。

・
鶴
寿
…
山
本
一
釣
の
男
。（『
雲
陽
人
物
誌
』
104
）

Ａ
の
部
分
に
は
、
基
本
的
な
人
物
情
報
と
し
て
、
氏
・
通
称
・
血
縁
関
係
・
幼

名
・
実
名
・
俳
号
・
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
で
も
ふ
れ
た
が
、
花
叔
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
最
も
早
い
の
は
、
管
見
に
入
る
限
り
桑
原
視
草
氏
『
出
雲
俳
句

史
』（
昭
和
12
・
９
）
で
あ
る
。
但
し
、『
雲
陽
人
物
誌
』
の
花
叔
の
自
伝
的
部
分

を
勘
案
す
る
と
、
記
述
の
中
に
は
訂
正
す
べ
き
点
も
含
ま
れ
る
。
桑
原
氏
は
花
叔

を
「
春
日
易
金
の
三
男
」（『
国
書
人
名
辞
典
』
で
は
「
易
全
」
と
す
る
）
と
す
る

が
、
昭
和
六
年
に
編
纂
さ
れ
た
春
日
清
編
『
縣
社
比
布
智
神
社
史
』
に
記
さ
れ
た

春
日
家
の
系
譜
に
は
「
易
金
（
全
）」
な
る
人
物
は
見
出
せ
ず
、
他
資
料
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
桑
原
氏
は
、
著
作
中
に
『
雲
陽
人
物
誌
』
本
文
を
引

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
本
文
が
島
根
県
立

図
書
館
蔵
本
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
桑
原
氏
が
披
見
さ
れ
た
本
が
島
根
県

立
図
書
館
蔵
本
と
は
別
の
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。
桑
原
氏
の
記
述
の
根
拠
は
不

明
で
あ
る
も
の
の
、
花
叔
の
血
縁
関
係
と
し
て
は
「
紀
重
の
八
男
」
と
訂
す
べ
き

で
あ
る
。

Ｂ
の
部
分
は
、
①
幼
年
時
に
中
島
魚
坊
に
入
門
し
て
俳
諧
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら

書
き
起
こ
し
、
②
囲
碁
の
服
部
因
徹
・
井
上
因
碩
、
③
俳
諧
の
雪
中
庵
と
い
っ
た

師
と
仰
い
だ
人
物
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
と
挫
折
の

の
歩
み
を
記
述
す
る
。
さ
ら
に
諸
国
遍
歴
の
後
、
⑤
井
上
士
朗
に
入
門
し
、
門
下

を
中
心
と
し
た
俳
人
た
ち
と
盛
ん
な
交
遊
を
重
ね
た
こ
と
を
、
具
体
的
人
名
を
示

し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。

⑧
帰
国
後
も
各
地
を
旅
し
て
、俳
諧
を
通
じ
た
交
流
を
続
け
た
こ
と
を
述
べ
る
。

そ
し
て
⑨
旅
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
や
め
、
五
十
歳
の
春
を
迎
え
た
故
郷
で
の
現

在
の
生
活
を
ふ
ま
え
て
、「
是
ま
て
の
行
状
の
う
ろ
覚
へ
な
る
を
と
こ
ろ
飛
は
し

に
書
と
ゝ
め
て
、
忘
れ
な
ん
後
の
便
と
思
ふ
の
み
」（
修
正
本
文
）
と
記
す
。

「
附
録
」
と
す
る
Ｃ
の
部
分
は
、
⑦
の
帰
国
の
旅
に
つ
い
て
記
し
た
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
も
し
く
は
同
二
年
（
一
八
〇
二
）『
俗
記 

橘
隠
独
行
記
』、
お
よ
び

⑧
の
諸
国
遊
歴
の
旅
を
記
し
た
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）『
癸
亥
記
行
』
と
い
う
、

花
叔
著
作
の
二
種
の
紀
行
文
の
存
在
へ
の
言
及
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
著
作
の
内
容
、

お
よ
び
旅
中
で
の
交
遊
の
実
態
は
、
別
稿
に
て
詳
細
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｂ
の
部
分
に
お
い
て
、
挫
折
し
た
体
験
も
含
め
、
師
と
仰
い
だ
有
力
な
人
物
名

を
明
記
し
、
さ
ら
に
現
在
は
出
雲
国
在
住
な
が
ら
他
国
の
有
力
な
俳
人
と
も
親
密

に
の
う
ろ

一
九

椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
み
ら
れ
る
自
伝
的
部
分
の
意
義
（
山
﨑
真
克
）
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な
交
流
を
保
ち
続
け
て
き
た
経
歴
を
示
す
の
は
、
自
分
が
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
採

録
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
人
で
あ
る
と
の
自
負
を
抱
い
て
い
た
た
め
で
は
な

い
か
。
芭
蕉
の
句
を
ふ
ま
え
た
「
椎
の
本
」
と
い
う
庵
名
か
ら
も
、
そ
う
し
た
意

識
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
自
分
だ
か
ら
こ
そ
、
広
く
出
雲
国
ゆ
か
り
の
人
物
を
採
録
し

た
本
書
を
編
纂
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
と

す
る
な
ら
ば
、
自
伝
的
部
分
は
単
に
自
身
の
経
歴
を
振
り
返
る
だ
け
の
意
味
を
持

つ
の
で
は
な
く
、
編
者
た
る
資
格
を
持
つ
自
身
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
本
書
全
体

の
跋
文
に
相
当
す
る
性
格
を
有
す
る
と
言
え
る
。

と
同
時
に
、
前
述
し
た
「
是
ま
て
の
行
状
の
う
ろ
覚
へ
な
る
を
と
こ
ろ
飛
は
し

に
書
と
ゝ
め
て
、
忘
れ
な
ん
後
の
便
と
思
ふ
の
み
」
と
い
う
自
己
の
歩
み
を
書
き

残
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
、『
雲
陽
人
物
誌
』
自
体
の
成
立
の
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
第
一
節
で
は
ひ
と
ま
ず
出
雲
国
に
関
わ
る
文
化
人
に
つ
い
て
の

情
報
の
執
筆
を
終
え
た
後
、
余
白
と
な
っ
て
い
た
部
分
に
、
情
報
を
追
補
し
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
が
、
自
伝
的
部
分
は
当
初
か
ら
の
意
図
通
り
の
配
列
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
追
補
は
、
乾
三
三
丁
表
か
ら
乾
末
尾
ま
で
の
春
日
家
三
代

の
人
物
と
、
坤
一
八
丁
表
か
ら
坤
末
尾
ま
で
の
松
平
家
や
出
雲
大
社
国
造
家
な
ど

の
貴
人
に
つ
い
て
の
情
報
の
み
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
　

お　

わ　

り　

に

『
雲
陽
人
物
誌
』
坤
に
み
ら
れ
る
花
叔
の
自
伝
的
部
分
を
分
析
し
、
本
書
に
お

け
る
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
も
ち
ろ
ん
一
義
的
に
は
、
五
十
歳
を
迎

え
た
春
に
、
旅
に
明
け
暮
れ
、
諸
国
の
俳
人
た
ち
と
華
や
か
な
交
遊
を
重
ね
た
こ

れ
ま
で
の
生
活
を
断
念
し
た
こ
と
を
契
機
に
し
て
、
自
身
の
生
涯
を
振
り
返
り
、

書
き
残
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
表
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、

他
の
人
物
情
報
に
比
べ
て
異
例
の
長
さ
を
持
つ
こ
う
し
た
部
分
を
わ
ざ
わ
ざ
本
書

に
書
き
記
す
と
い
う
営
為
か
ら
は
、『
雲
陽
人
物
誌
』
自
体
の
成
立
に
関
わ
る
並
々

な
ら
ぬ
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

比
布
智
神
社
か
ら
島
根
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
資
料
は
、「
比
布
智
神
社

文
書
」
と
し
て
一
五
三
〇
点
所
蔵
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
末
尾
に

示
す
よ
う
に
、『
雲
陽
人
物
誌
』
以
外
に
も
、「
椎
の
本
」「
花
叔
」「
橘
隠
」
な
ど

の
印
や
署
名
が
あ
り
、
花
叔
が
書
写
、
も
し
く
は
所
蔵
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

文
献
が
存
す
る
。

こ
の
中
に
は
、Ｃ
の
部
分
に
言
及
さ
れ
た
『
俗
記 

橘
隠
独
行
記
』『
癸
亥
記
行
』

な
ど
の
花
叔
自
身
の
著
作
も
含
ま
れ
る
し
、『
雲
陽
人
物
誌
』
編
纂
の
参
考
と
し

て
使
用
さ
れ
た
と
思
し
き
先
行
す
る
人
名
録
関
係
の
資
料
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

自
伝
的
部
分
②
で
ふ
れ
た
囲
碁
関
係
の
も
の
を
は
じ
め
、
書
状
・
文
書
類
、
小
謡

や
和
歌
・
古
典
籍
な
ど
、
資
料
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。「
出
雲
文
化
圏
」
の

実
態
解
明
に
向
け
て
、
今
後
も
椎
の
本
花
叔
を
中
心
と
し
た
資
料
収
集
・
分
析
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

〔「
比
布
智
神
社
文
書
」
花
叔
関
係
文
献
〕

　
ａ　

人
名
録
関
係

　
　

693　

江
戸
當
時　

諸
家
人
名
録

　
　
　
　
　
　
　
　

表
紙
見
返
し
・
刊
記
「
椎
の
本
」
印

　
　

695　

名
家
書
画
墨
跡
誌　

文
化
十
三

二
〇

椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
み
ら
れ
る
自
伝
的
部
分
の
意
義
（
山
﨑
真
克
）
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表
紙
「
椎
の
本
秘
録
」

　
　

711　

近
世
畸
人
傳
抜
書　

天
明
八
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
紙
「
椎
の
本
」

　
　

957　

誹
家
人
名
録
抜
書
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
紙
「
椎
の
本
」

　
　

987　

日
本
詩
選
作
者
姓
名
録
抜
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
紙
「
椎
の
本
」

　
　

996　

誹
諧
名
家
録　
　
　

表
紙
見
返
し
「
花
叔
」

　
　

1002　

隠
士
録　
　
　
　
　

表
紙
「
橘
隠
花
叔
」

　

ｂ　

花
叔
の
著
作

　
　

160　

俗
記　

橘
隠
独
行
記　
　
　
　
　

橘
隠
花
叔

　
　

161　

癸
亥
記
行　

上
・
中
・
下　
　
　

橘
隠
花
叔

　
　

930　

椎
之
本
発
句
集　

天

　
ｃ　

書
状
・
文
書

　
　

171　
〔
書
状
〕　　
　
　
　

椎
の
も
と
の
花
叔

　
　

172　
〔
金
三
朱
集
方
一
件
ニ
付
書
状
〕

　
　
　
　
　

二
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
叔

　
　

285　
〔
書
状
〕
□
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
白
猿　

花
叔
宛

　
　

854

－
13

－
1
①　

宗
門
證
状
之
事　
　

享
和
二

　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
日
猪
之
助
逗
留
之
処
帰
国
ニ
付
）

　
　

854
－

13

－

1
②　

住
居
證
状
之
事　
　

享
和
二
・
八

　

ｄ　

囲
碁
関
係

　
　

732　
〔
碁
罫
譜
〕　　

文
政
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
表
紙
見
返
し
「
春
日
己
千
」

　
　

734　

文
化
打
碁
集　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
紙
見
返
し
「
花
叔
写
之
」

　
　

742　
〔
包
紙
〕（
雲
陽
囲
碁
見
立
角
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

包
裏
書
「
初
―
橘
隠
選
」

　
ｅ　

そ
の
他

　
　

701　

祝
言
小
謡　
　
　
　

寛
政
三

　
　
　
　
　
　
　
　

裏
表
紙
見
返
し
「
春
日
盈
重
」

　
　

708　

徒
然
草
抜
書　
　
　

表
紙
「
橘
隠
」

　
　

710　

華
實
年
浪
草
抜
書　

表
紙
「
椎
の
本
」

　
　

714　

本
朝
食
鑑
抜
書　
　

表
紙
「
椎
の
本
」

　
　

716　

椎
之
本　

草
花
録　

天

　
　

936　

古
歌
備
忘
一　
　
　

表
紙
「
橘
隠
花
叔
」

　
　※

通
し
番
号
は
、島
根
県
立
図
書
館
作
成
『
比
布
智
神
社
文
書
目
録
』
に
拠
る
。

〔
注
〕

（
１
）
山
﨑
真
克
編
『
椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
翻
刻
』（
私
家
版　

平
成
26
・
３
）

（
２
）『
雲
陽
人
物
誌
』「
49
白
鹿
～
52
黄
園
」「
55
春
信
～
57
楚
川
」
の
場
合
の
よ
う
に
、「
血

縁
関
係
」
に
よ
る
一
群
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
133
「
雄
」
か
ら
163
「
敬
止
」
ま

で
「
國
府
之
儒
官
」「
國
府
之
家
臣
（
家
士
）」「
松
府
之
家
臣
」
な
ど
と
し
て
松
江

藩
士
が
列
挙
さ
れ
る
な
ど
、「
身
分
」に
よ
っ
て
ま
と
め
て
配
列
さ
れ
た
群
も
存
す
る
。

二
一

椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
み
ら
れ
る
自
伝
的
部
分
の
意
義
（
山
﨑
真
克
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な
お
、
人
物
の
通
し
番
号
は
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
本
の
掲
出
順
に
拠
る
。

（
３
）
引
用
は
島
根
県
立
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
注
（
１
）
前
掲
書
に
よ
る
。
私
意
に

よ
り
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
な
お
、
本
文
中
に
み
ら
れ
る
抹
消
・
見
せ
消
ち
・

重
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
号
を
用
い
て
示
し
た
。

・
抹
消 

… 　
　

・　
　

・
●
・
○
・　

 

・
／

・
見
せ
消
ち 

… 

〻

・
重
書 

… 【（
■
■
）
△
△
】

　
　
　
　
　
（「（
■
■
）」
の
上
に
「
△
△
」
と
重
書
さ
れ
る
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
、第
二
十
四
回
古
典
研
究
会
（
平
成
二
十
三
年
三
月　

愛
媛
大
学
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
の
一
部
を
基
に
成
稿
し
た
。
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
下

さ
っ
た
関
係
各
位
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公

開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
三
～
一
五
年
度
、代
表
・
野
本
瑠
美
）、

平
成
二
十
六
～
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
「
出
雲
文
化
圏
に
お
け
る
椎
の
本

花
叔
の
文
芸
事
蹟
と
交
流
実
態
に
関
す
る
研
究
」（26370257
）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
二

椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
に
み
ら
れ
る
自
伝
的
部
分
の
意
義
（
山
﨑
真
克
）
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二
三

椎
の
本
花
叔
編
『
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陽
人
物
誌
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に
み
ら
れ
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伝
的
部
分
の
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義
（
山
﨑
真
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The significance of the autobiography-like part seen by
“Unyojinbutsushi”of Shiinomoto Kasyuku edit

YAMAZAKI Masakatsu
（Hijiyama University Faculty of Contemporary Culture Associate Professor）

〔A b s t r a c t〕

The significance of the autobiography-like part which is seen by "Unyojinbutsushi" of 
Shiinomoto Kasyuku edit to which a reprint was issued as a private edition was considered. 
Autobiography-like parts are the contents which show that the desire which would like 
to note down own steps was a big factor of this note formation at the same time as it's 
equivalent to an epilogue of this whole note.

Keyword：Izumo cultural sphere, Shiinomoto Kasyuku, “Unyojinbutsushi”, The Izumo world 
of tanka poets, database


